










われわれは1972年以来,リソゾーム病2次スクリーニングの目的で,白血球その他の患者試

料を用いたりソゾーム酵素測定をおこなってきた。初回の分析は主に血液を用い,必要があ

れば,尿,髄液,線維芽細胞,その他の生検組織についての検索をすることにしている。血液

検体は年間 150 前後の数であるが,酵素測定までにかなりの臨床的吟味がなされており・実

際の需要は,これまでわれわれの関係した施設だけでも,上記の数字よりもはるかに多いこ

とが予想される。 

これまでのところ,酵素活性測定の操作は,すべて手作業ですすめてきたため,処理能力は

小さく,従って検査症例数もあまり多くないという結果となっている。このようなルーチン

検査には,完全な自動分析装置を使うのが理想的であるが,この目的のための装置はまだつ

くられていないので,今回われわれは操作の簡易化,微量化を目的として,測定法の改良を

試みた。 


